
国民健康保険事業

実質収支に関する調書

金　額　(円)

4,024,531,043

3,890,546,505

133,984,538

(1) 継 続 費 逓 次 繰 越 額 0

(2) 繰 越 明 許 費 繰 越 額 0

(3) 事 故 繰 越 し 繰 越 額 0

計 0

133,984,538

0

介護保険事業

実質収支に関する調書

金　額　(円)

2,496,925,681

2,480,661,382

16,264,299

(1) 継 続 費 逓 次 繰 越 額 0

(2) 繰 越 明 許 費 繰 越 額 0

(3) 事 故 繰 越 し 繰 越 額 0

計 0

16,264,299

0

介護サービス事業

実質収支に関する調書

金　額　(円)

6,462,000

6,462,000

0

(1) 継 続 費 逓 次 繰 越 額 0

(2) 繰 越 明 許 費 繰 越 額 0

(3) 事 故 繰 越 し 繰 越 額 0

計 0

0

0

翌年度へ繰越すべき財源

藍住町 特別会計 平成２９年度決算

区　　　分

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額

歳 出 総 額

実 質 収 支 額

実質収支のうち地方自治法第233条の2の規定による基金繰入額

区　　　分

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額

翌年度へ繰越すべき財源

実 質 収 支 額

実質収支のうち地方自治法第233条の2の規定による基金繰入額

区　　　分

歳 入 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額

翌年度へ繰越すべき財源

実 質 収 支 額

実質収支のうち地方自治法第233条の2の規定による基金繰入額



下水道事業

実質収支に関する調書

金　額　(円)

415,242,887

401,768,218

13,474,669

(1) 継 続 費 逓 次 繰 越 額 0

(2) 繰 越 明 許 費 繰 越 額 50,000

(3) 事 故 繰 越 し 繰 越 額 0

計 50,000

13,424,669

0

後期高齢者医療事業

実質収支に関する調書

金　額　(円)

343,902,117

334,137,563

9,764,554

(1) 継 続 費 逓 次 繰 越 額 0

(2) 繰 越 明 許 費 繰 越 額 0

(3) 事 故 繰 越 し 繰 越 額 0

計 0

9,764,554

0

水道事業

実質収支に関する調書

金額(円・税抜)

496,403,795

412,289,674

84,114,121

8,662,848

227,606,981

▲ 218,944,133

34,848人

11,449戸

4,858,360t

89.1%

区　　　分

区　　　分

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額

翌年度へ繰越すべき財源

実 質 収 支 額

実質収支のうち地方自治法第233条の2の規定による基金繰入額

資 本 的 支 出

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額

翌年度へ繰越すべき財源

実 質 収 支 額

実質収支のうち地方自治法第233条の2の規定による基金繰入額

区　　　分

水 道 事 業 収 益

水 道 事 業 費 用

収 益 的 収 支 差 引

資 本 的 収 入

有 収 率

資 本 的 収 支 差 引

資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、損益勘定留保資金等で

全額補填しました。

年 度 末 給 水 人 口

年 度 末 給 水 戸 数

年 間 総 配 水 量


